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第65回日本のうたごえ祭典

■
初
め
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
ま
す
。
男
性
職

員
の
方
は
、
ど
の
く
ら
い
育
休
を
と
り
た
い

と
思
い
ま
す
か
。
そ
し
て
、
何
よ
り
、
実
際

に
取
得
し
て
い
る
（
で
き
て
い
る
）
ん
で
し

ょ
う
か
？
取
得
し
た
い
で
す
が
、
職
場
の
現

況
と
し
て
人
が
少
な
く
厳
し
い
…
。

 

鄭　

龍
明
（
堺
市
職
労
）

■
武
雄
市
立
図
書
館
に
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
ツ
タ
ヤ
）

が
指
定
管
理
者
と
な
り
業
務
委
託
さ
れ
ま
し

た
。
正
規
職
員
は
少
な
く
、
大
半
は
非
正
規

労
働
者
、
利
用
者
の
読
書
の
自
由
を
守
る
読

書
情
報
を
民
間
企
業
に
委
ね
る
秘
密
の
危
険

性
、
子
ど
も
の
た
め
の
部
屋
を
つ
ぶ
し
て
民

間
の
事
務
所
に
す
る
、
な
ど
利
用
者
を
第
一

に
考
え
な
い
動
き
が
、
他
の
自
治
体
に
も
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
考
え
ま
す
か
？

 

谷
山　

和
央
（
大
阪
府
職
労
）

■
大
阪
で
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
埴
輪
を
み

る
こ
と
の
で
き
る
所
が
あ
る
な
ん
て
、
新
鮮

な
驚
き
で
し
た
。
大
阪
に
い
な
が
ら
知
ら
な

い
こ
と
が
多
す
ぎ
で
す
。「
コ
レ
イ
チ
」
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
ネ
！

 

兼
田　

康
子
（
八
尾
市
職
労
）

■
少
し
ず
つ
職
場
に
も
後
輩
が
増
え
…
で
も

そ
れ
以
上
に
毎
日
の
業
務
が
増
え
…
気
付
け

ば
私
も
「
ヤ
・
ク
・
ド
・
シ
」。
明
る
い
未

来
が
ど
う
か
子
ど
も
た
ち
に
き
ま
す
よ
う

に
！

 

木
岡　

敏
治
（
堺
市
職
労
）

■
暑
い
夏
が
終
わ
れ
ば
秋
へ
と
季
節
は
め
ぐ

り
ま
す
。
こ
の
年
度
末
に
定
年
を
迎
え
ま

す
。
18
歳
か
ら
60
歳
ま
で
42
年
間
、
何
と
か

定
年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
健
康
に
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。

 

安
部　

聡
（
大
阪
府
職
労
）

タ
テ
の
カ
ギ

❶
明
治
時
代
の
美
術
界
の
指
導
者
、
○

○
○
○
天
心

❷
過
去
・
現
在
・
○
○
○

❸
日
本
の
秋
を
彩
る
花

❺
夏
○
○
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡

❻
ふ
ぐ
ち
り
の
異
称

❼
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー

❾
最
大
↑
↓

13
商
売
を
す
る
上
で
の
才
能

15
幾
多
の
苦
難
の
○
○
を
乗
り
越
え
る

16
母
に
代
わ
っ
て
子
育
て
す
る
女
性

17
黄
門
曰
く
「
こ
の
○
○
○
○
が
目
に

入
ら
ぬ
か
」

18
学
問
か
ら
得
た
識
見
。
○
○
○
○
豊

か
な
人

19
全
く
○
○
○
に
な
い
、
と
シ
ラ
を
切

る
21
音
楽
で
コ
ー
ド
の
こ
と
を
日
本
語
で

は
23
赤
勝
て
○
○
勝
て

25
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
Ｂ
と
は

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
神
前
に
供
え
る
酒

❹
各
駅
停
車
の
略

❽
寅
さ
ん
が
持
っ
て
い
そ
う
な
○
○
○

○
模
様
の
風
呂
敷

10
素
早
く
事
態
○
○
○
し
て
行
動
し
た

11
後
悔
。
○
○
が
残
ら
ぬ
よ
う
全
力
投

球
12
○
○
の
上
に
も
三
年

14
お
さ
な
ご
。
祭
礼
に
可
愛
い
お
○
○

さ
ん
が

15
未
だ
勝
ち
星
を
挙
げ
て
い
な
い
こ
と

17
銀
杏
の
葉
形
の
よ
う
に
末
の
広
が
っ

た
下
駄
の
歯

19
沈
黙
は
○
○

20
♪（
酒
は
）心
の
○
○
の
捨
て
ど
こ
ろ

21
記
事
を
○
○
で
囲
む

22
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
の
歌
う
六
甲
○

○
○

24
安
く
て
ウ
マ
イ
当
店
○
○
○
○
の
商

品
26
机
上
の
○
○
○
○

27
ガ
ス
使
用
の
際
は
○
○
○
に
ご
注
意

（解き方）二重ワクの文字を並べ替えて意味の
通る言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：全国一律をめざして

組合員の心ひとつに
まとまる恒例行事

サマーナイトフェスティバル

（枚方市職労）

になり、キャンセル待ちが出るほどです。
　当日は組合員と家族の熱気で大いに盛り上がり、日
頃の仕事の疲れを癒しながら、お互いの親睦を深めま
した。また、商品券などが当たる抽選会を実施し、当
選者発表の度に大きい拍手が送られました。
　これからも組合員の心が一つにまとまるこのような
機会を設けながら、働きやすい職場環境の向上を求め
ていきたいと思います。

　枚方市職労は、毎年の恒例行事として、組合員の親
睦と交流を目的に「サマーナイトフェスティバル」を
開催しています。今年は、８月30日に開催しました。
　ここ３年ほどは、京都駅近くのホテルのレストラン
を貸し切り、バイキング形式の食べ＆飲み放題となっ
ています。食事がおいしいと評判で、募集人数が150
人の先着順ですが、受付開始後数日で定員がいっぱい
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住宅災害見舞金

火災共済

風水害被害への見舞金と給付請求について

　風水害等による被害は、暴風雨、つむじ風、突風、台風、竜巻、
高潮、高波、洪水、長雨、豪雨、雪害、降ひょうをいいます。
　「火災共済」の給付では、上記による建物本体の損害額が10万円
を超えた場合、被害状況と加入内容により「共済金＋臨時費用」を
お支払します。
　建物と家財両方に100口以上加入している方で「全壊（建物70％
以上損壊・流失）」の場合は最高300万円を限度、建物か家財どちら
か一方に加入している場合は最高150万円を限度にお支払できます。
　建物本体に加え、ベランダや給湯設備、エアコンの室外機など付
属設備の被害も対象です（門扉や物置、居住面積に含まれない車庫
など付属物は対象外です）。
　必要書類など詳しい内容は組合書記局にお問い合わせください。

　安い掛金で充実した保障として多くの組合員の方が加入している「火
災共済」。「火災」や「落雷」などへの被害保障の他に、近年多く発生し
ている「台風や豪雨・洪水」によって建物本体が被害をうけた場合には
火災共済の「風水害給付」の対象となる場合がありますので、書記局に
ご相談下さい。
　「火災共済」加入に関わらす、組合員の方への「住宅災害見舞金」の
対象となる場合がありますので、書記局にご相談下さい。

○ 組合所定の火災共済金支払請求書・
被災状況報告書などの他に

①罹災証明書（コピー可）
②現場の写真（コピー可）
③見積書または領収書（コピー可）
（注） 床上浸水被害の場合は、必要書

類の他に、浸水位置に床からメ
ジャーなどをあて、計測してい
る状態の写真が必要となります
ので撮影をしておいて下さい。

　いずれの場合も被害額が100万円を
超える場合は、現場確認にうかがう場
合がありますのですぐに書記局へご連
絡をお願いします。

○ 組合所定の支払請求書・事由証明書
などの他に「罹災証明書」（コピー
可）が必要です。

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
10
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
３

年
11
月
号
の
紙
面
に
掲
載

11月２日（土）17時～　大阪城ホール
指定席：4,000円　自由席：3,500円

問い合わせ先：大阪自治労連
　　　　　　　（06－6354－7201）

大阪市「思想調査アンケート裁判」をたた
かう仲間を激励する「こころひとつに」が
演奏されます。


